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再生可能エネルギー事業特集　
～「低炭素」のリーディングカンパニーとして～
　再生可能エネルギーは、国の第５次エネルギー基本計画にて、「主力電源化を目指す」と明記されるなど、低炭素の
国産エネルギーとして、重要性、注目度はますます高まっています。
　関西電力グループは、2019年3月に策定した中期経営計画にて、「低炭素」のリーディングカンパニーとして、再生
可能エネルギーを原子力発電とともに非化石電源の「両輪」としていくことを明記し、2030年代に再生可能エネルギー
の設備容量を、国内外合わせて600万kW(国内外での新規開発200万kW以上)とすることを目指しています。
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　バイオマスとは、動植物等から作り出される有機性のエネルギー資源です。そのエネルギー資源を直接燃焼、また
は、ガス化して燃焼することで、発電機を動かすのが「バイオマス発電」です。
　当社は、2017年11月、福岡県

かんだ
苅田町で「バイオパワー苅田合同会社」を設立後、2022年2月の営業運転開始に向け

て取組みを進めています。また、2019年3月、福島県いわき市で「エイブルエナジー合同会社」が行うバイオマス発電事
業へ当社が出資参画することが決定し、2022年4月の営業運転開始に向けて取組みを進めています。

バイオマス発電

　水力発電はCO₂排出抑制・地球温暖化防止という観点
で優れていることに加え、近年水害が激甚化傾向にある
中で、ダム運営を含めた流域保全の面や、地域共生（貢
献）面でも、注目が高まっています。
　当社の水力発電所は151ヶ所あり、電源別需給実績と
しては当社全体の11％（設備容量：同27％）を占めます
（2020年3月31日時点）。このうち揚水を除いた発電所
の設備容量、約340万kWが再生可能エネルギーとなり
ます。
　水力発電所は恒常的な保全に努めることで半永久的
（約100年で水車・発電機を取換）に稼動させ続けること
ができます。水力発電においては、特にドローン（空中、
水中、水面、鉄管内）の活用が保全業務の効率化に大き
く貢献しています。
　大規模かつ経済的な開発地点が少なくなりつつありま
すが、中小水力地点の新規開発と既存設備の改良・増設
等による発電効率化を図っています。直近では、岐阜県
飛騨市に所有する坂上ダムおよび打保ダムにおいて、直

下に「新坂上発電所（仮称）および新打保発電所（仮称）」
を新設することを決定しました。水資源が豊富な神通川
の水を有効活用する両発電所を新設することにより、最
大出力9,240ｋＷの増加が見込まれています。新坂上は
2024年8月、新打保は2025年2月の運転開始を目指
し建設準備を進めています。
　加えて、既存設備の更新・出力増強を計画的に進め、
再生可能エネルギーの普及・拡大に貢献していきます。

水力発電

　風力発電は、風のエネルギーにより風車を回し、その
回転運動を発電機に伝えて発電する方法です。
　洋上風力発電は、海外での導入普及に伴いコスト低下
が進み、大規模な開発も可能であることから、経済性も
確保できる可能性のある重要な電源であると考えられて
おり、国のエネルギー基本計画でも「陸上風力の導入可
能な適地が限定的な我が国において、洋上風力発電の導
入拡大は不可欠である。」と明記されています。
　当社は、秋田港および能代港での洋上風力の開発に取
り組んでいます。また、秋田県北部沖での洋上風力の事
業化に向けた検討を進めてまいります。

洋上風力発電

　太陽光発電は、太陽光が持つエネルギーから直接電気
をつくる、太陽電池を利用した発電方法です。
　堺市と関西電力との共同事業（堺市＝普及啓発事業、
関西電力＝建設・運営）である堺太陽光発電所は、2011
年9月7日に全区画が営業運転を開始しました。これは全
国で初めて電力会社により営業運転を開始したメガソー
ラーでもあります。

太陽光発電

所 在 地
発電出力
燃 料

福岡県京都郡苅田町（新松山臨海工業団地内）
約７.５万ｋW
海外バイオマス燃料（木質ペレット等）

かんだ発電所の概要
所 在 地
発電出力
燃 料

福島県いわき市（好間工業団地内）
１１.２万ｋW
海外バイオマス燃料（木質ペレット）

福島県いわき市におけるバイオマス発電事業の概要

所 在 地

発電出力

秋田県秋田港湾および能代港湾
想定合計出力約１４万ｋW
（秋田港：約５.５万ｋW／能代港：約８.４万ｋW）

「秋田港および能代港における洋上風力発電事業」の開発計画概要

所 在 地
発電出力

秋田県能代市浅内沖、三種町八竜沖、男鹿市若美沖
最大４５.５万ｋW

「秋田県北部洋上風力発電事業」の開発計画概要

所 在 地
発電出力

大阪府堺市西区築港新町
1万ｋW

堺太陽光発電所の概要

完成予想図 完成予想図

秋田港・能代港

堺太陽光発電所

朝来バイオマス発電所
（5,600kW）

福岡県苅田町
(75,000kW)

赤穂西浜太陽光発電所
（1,990kW）

山崎太陽光発電所
（1,980kW）

若狭高浜太陽光発電所
（500kW）
若狭おおい太陽光発電所
（500kW）
けいはんな太陽光発電所
（1,980kW）
けいはんな第二太陽光発電所
（1,000kW）

近鉄花吉野ソーラー発電所
（3,000kW）

堺太陽光発電所
（10,000kW）

淡路貴船太陽光発電所
（30,000kW）

有田太陽光発電所（29,700kW）

高砂ソーラーステーション
（1,000kW）
高砂ソーラーステーション
（1,000kW）

相生発電所2号機
（120,000kW）

※既設水力発電所の出力増は除く　※定格出力のうち、持分比率に応じた数値

淡路風力発電所
（12,000kW）

関西エリアの再エネ発電所 全国での開発状況 （2020年9月末現在）

小鳥川発電所
（510kW)

南木曽吾妻発電所
（640kW)

秋田県北部洋上

秋田県秋田港・能代港
（5,544kW)

福島県いわき市
(56,000kW)

弥太蔵谷発電所（仮称）
（1,520kW)

新坂上発電所（仮称）
（4,300kW)

新打保発電所（仮称）
（4,940kW)

大分市臼杵市
田原4区風力発電所
（6,000kW）

熊本県南関町(91kW)
熊本県小国町(46kW)太陽光

バイオマス
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このほか既設水力
約340万kW

宮川
取水口

水圧管路
（トンネル）
水圧管路
（トンネル）

発電所発電所

放水口

既設導水路既設導水路

新坂上発電所の計画イメージ放水口放水口放水口 新坂上発電所の計画イメージ新坂上発電所の計画イメージ
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